
2,097 

1,629 

253 出荷量

流通量

○生食用果実の卸売市場経由率

（単位：％）

資料： 農林水産省大臣官房新事業・食品産業部調べ

 注： 生食用果実は、果樹・茶グループで推計

資料：農林水産省大臣官房新事業・食品産業部調べ

（単位：％）

○卸売市場における果実の相対・せり取引の割合
（金額ベース）

年度 23 24 25 26 27 28 29 30

青 果 66 60 59 60 60 58 57 55 56

73 66 64 63 64 60 56 59 58

注：相対取引には、予約相対を含む

年度 20 25 28 29 30

相対 72.3 78.6 84.3 85.6 86.4 87.0 87.6

せり 27.7 21.4 15.7 14.4 13.6 13.0 12.4

果実の流通動向

○出荷量と流通量から推計した果実の市場内流通の割合は７割となっている。
○生鮮果実の購入先別支出はスーパーが過半を占め、果物屋等一般小売店の割合は減少傾向にある。
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その他の果実政令指定品目

果樹・茶グループで推計
資料：令和４年作物統計

令和４年特産果樹生産動態等調査
令和４年青果物卸売市場調査

(千トン)
○果実の市場流通割合

市場流通 市場外流通

721,31%

2,350

＞果樹・茶G 果樹振興班

更新時期：毎年４月

最終改定： 令和７年７月

＞園芸課 流通加工第２班
流通の担当は流通加工第１班
ただし下表のデータは消費班

最終改定： 令和６年４月

「店舗形態別事業所数の推移」、「生
鮮果実の購入先別支出割合」について、

最新の統計や調査についてご知見があり
ましたらご教示ください。

（消費班）下表は５年に一度の調査であり、
現在の最新値は令和元年。
（R７年11月時点）

11 

14 

16 

19 

20 

64 

60 

58 

53 

53 

1 

0.9 

0.6 

0.4 

0.5 

2 

3 

3 

3 

3 

8 

7 

9 

12 

8 

3 

2 

2 

1 

0.7 

2 

3 

2 

2 

1 

8 

10 

11 

10 

14 

R1

H26

H21

H16

H11
一般小売店

スーパー

コンビニエンスストア

百貨店

生協･購買

ディスカウントストア

通信販売

その他

○生鮮果実の購入先別支出割合

資料： 総務省「全国消費実態調査」
注：令和元年から統計調査方法・対象が変わっているため、26年以前と比べ連続性はない。

・量販専門店

(％)

,69%



① 広島県 広島県立総合技術研究所 食品工業技術センター（レモン）

・レモンの果皮アルベド（白いスポンジ状組織）に液体を浸潤させることで、

果皮を噛みきりやすく、苦みを軽減できる、皮ごと美味しく食べられる技術を

開発（特許第7137878号、関連特許第7329888号）。

（資料： 広島県立総合技術研究所 食品工業技術センター）

○国内における果実加工技術の開発・利用

○食料支出に占める果実の割合・果実支出に
占める果実加工品の割合

資料：総務省家計調査 注：データは総世帯。果物加工品にジュースは含まれない。

果実加工品の動向 （果実加工品の利用・技術開発）
○果実加工品の動向について、需要量に占める割合は３～４割で推移しているが、家庭の支出において
は、果実全体の支出に占める割合が徐々に増加しており、果実加工品に対するニーズが高まっている。

○消費者の多様なニーズに対応するため、様々な加工技術の開発や利用が進められている。
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○果実需要量に占める果実加工品の割合

（商品化例：アルベドコンフィチュール「白檸檬」）

33 37 41 43 41 41 40 43 39 41 

0

20

40

60

80

100

0

200

400

600

800

1,000

H5 10 15 20 25 30 R1 2 3 4

加工仕向量 生鮮仕向量 加工仕向割合

資料：農林水産省「食料需給表」から果樹・茶グループで推計

（%）（万トン）

② （一社）長野県農村工業研究所（白桃、ワッサー、りんご）

  ・脱気中高圧処理による液体含浸と中温殺菌により、生食感・風味を活かした

長期冷蔵保存可能なコンポート製造技術を用いて、長野県産果実を使用した

高品質果実シロップ漬け製品を開発。

（写真：（一社）長野県農村工業研究所）

※本開発製品は農研機構生研支援センターの「革新的技術開発・緊急展開事業

（うち経営体強化プロジェクト）：加工食品等の賞味期限大幅拡大延長技術」の

支援を受けて実施した成果によるものである。

7.3%

8.7%
9.0% 9.1%

8.9%
9.4% 9.1%

4.1% 4.0% 4.2% 4.3% 4.1% 4.1% 4.0%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10%

H27 R1 R2 R3 R4 R5 R6

果物加工品

果実全体

果実支出に占める
果物加工品の割合が

増加傾向

食料支出に占める
果物の割合は横ばい

（加工品／果実）

（果実／食料）

＞園芸課 流２班

更新時期：随時

最終改定： 令和７年10月



44 42 42 39 35 34 30 
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（kg） 穀類

牛乳及び乳製品

野菜

肉類

果実

油脂類

4.6 5.4 6.4 6.0 6.2 6.2 6.5 6.8 6.6 6.4 6.3

4.8 4.6 4.4 4.4 3.5 3.6 3.4 3.4 3.1 3.1 2.7

6.3 5.6 4.8 4.0
3.2 3.2 3.4 3.3 2.9 2.8 2.6

3.4 3.2 2.5
2.3

1.7 1.7 1.8 1.7 1.5 1.4 1.3

11.9 11.4
10.6

10.4
9.3 9.5 9.1 9.2
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23.2 22.3

21.1
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かんきつ類（うんしゅうみかんを除く）
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りんご

バナナ

104 
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H22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 4 5

総数

男性

女性

88

64

44 50 49

67

99

142

155

80 64

41 41 39

60

93

125

148

96

65
48 57 58

73

105

159 161

0

50

100

150

200

総数 20歳未満 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上

全体 男性 女性

○世代別の果実類摂取量

資料：農林水産省「食料需給表」
注：データは供給数量（＝消費者に到達した食料）であり、実際に摂取された食料の数量ではない。

○主要農産物の１人１年当たりの消費動向

果実の消費動向 ①（消費動向の推移）
○主要農産物の消費動向をみると、果実の消費は減少傾向で推移しており、また、購入数量においても
減少傾向で推移している。

○国民健康づくり運動である「健康日本21（第三次）」における果実摂取量の目標値200g（20歳以上、
１人１日当たり、令和14年度）に対する状況をみると、令和５年の果実摂取量は約93gで、特に20～
50歳代で不足が目立っている。

○１人１日当たりの果実類摂取量の推移

資料：総務省「家計調査」  
注：データは「二人以上の世帯」の１世帯当たりの支出金額を世帯人員で除して算出。

○果実１人１年当たりの購入数量

資料：厚生労働省「国民健康・栄養調査」(令和５年)
注：「果実類摂取量」とは、生果、ジャム、果汁・果汁飲料の合計。

資料：厚生労働省「国民健康・栄養調査」(令和２年及び３年は調査中止)
注：データは20歳以上の者。「果実類摂取量」とは、生果、ジャム、果汁・果汁飲料の合計。

（g）

「総数」は20歳以上の者を対象にした値。

（年度）

（年）

（年）

19

（g）

目標の200gに
約107g不足

＞園芸課 消費促進班

最終改定： 令和７年６月（左上は１１月）

（kg）

（概算値）



8.1

8.6

10.3
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11.9

15.3

22.0

30.6

36.5

37.6
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機能性

糖度などの選定基準

残留農薬

適量

生活習慣病との関係

産地や品種

栄養成分

鮮度の見分け方

美味しい果物の見分け方

食べごろの見分け方

3.7

8.5

9.6 

9.8 

9.9 

10.3 

20.6 

22.6 

35.7 

47.7 

0 10 20 30 40 50

その他

品質にばらつきがある

あまり好きではない

皮・タネなどのごみが出る

太るといけない

近くに買いやすい店がない

他に食べる食品がある

皮を剥くなど手間がかかる

日持ちせず買い置きできない

値段が高い

11.5

11.8

14.4

14.5

17.0

17.9

22.8

30.1

37.7

0 10 20 30 40 50

味にばらつきがない

産直(宅配)・直売などによる新鮮さ

農薬を極力使っていない

見た目が美しい

簡単に食べられる加工品

健康や美容にいい(機能性が高い)

傷みにくい

皮ごと食べられる等食べやすい

見た目は良くないが安価

○果物の摂取頻度は、男女とも「ほとんど食べない」という回答が最も多い。また、20～50代では「ほ
とんど食べない」、60代では「ほぼ毎日」という回答が最も多い。

○果物を毎日食べない理由として、「値段が高い」、「日持ちせず買い置きできない」、「皮を剥くな
ど手間がかかる」 、「他に食べる食品がある」等があげられている。

○消費者は、「安価」「食べやすい」「傷みにくい」ことを特に求めており、購入時の情報として、
「食べごろの見分け方」、「美味しい果物の見分け方」、「鮮度の見分け方」を特に求めている。

○消費者が求める果物の提供方法

○果物を毎日食べない理由

資料：（公財)中央果実協会「果物の消費に関するアンケート調査」(令和６年度）

資料：（公財)中央果実協会「果物の消費に関するアンケート調査」（令和６年度）

（％）

（％）

果実の消費動向 ②（消費者ニーズの動向）

○果物の摂取頻度

資料：（公財)中央果実協会「果物の消費に関するアンケート調査」(令和６年度）

資料：（公財)中央果実協会「果物の消費に関するアンケート調査」(令和６年度） 20

○消費者が果物購入時に知りたい情報

（％）
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30代(n=402)

20代(n=320)

女性(n=1030)

男性(n=1032)

全体(n=2062)

ほぼ毎日（週5日以上） 週3～4日 週1～2日 月1～3日 ほとんど買わない／

食べない（月1日未満）

＞園芸課 消費促進班

最終改定： 令和７年６月



果実の消費動向 ③（消費拡大対策）
○生産者団体等と協力し、「毎日くだもの200グラム運動」により、家庭や学校等における普及啓発活
動や、摂取不足が目立つ世代に向けた食べ方の提案・情報発信等の果実の消費拡大対策を推進。

○若い世代をターゲットに「カフェメニューコンテスト」を実施し、受賞レシピの実店舗でのメニュー
化や、フルーツに関する様々な情報をSNSで発信。

○消費者ニーズに合わせた品種の育成や研究開発、栄養・機能性関与成分等の情報を発信。

21

くり
「ぽろたん」

デスクdeみかん「毎日くだもの200グラム運動」
ロゴマーク

「毎日くだもの200グラム運動」の推
進等

食べやすい品種の育成や機能性成分
の調査・研究等

健康志向に対応した栄養素等の情
報発信

R５年度から、規制のサンドボックス制度※

の成果物「野菜・果実の栄養素の一般的
な特徴に関するPOP表示マニュアル」の研
修、表示を支援

小売店等への研修

店舗でのPOP表示、消費者の理解促進

家庭や学校等における普及啓発、生活・就業スタイルに合わせた食べ方の提案 消費者ニーズに合わせた品種の育成や研究開発、栄養・機能性関与成分の情報発信

○「毎日くだもの200グラム運動」により、
出前授業やくだもの作文・かべ新聞コン
クール等の普及啓発活動の実施

○社食等への果実供給や「デスクdeみか
ん」（デスクやキャンパスの間食でみか
んを食べる取組）の実施

〇国産果物の消費拡大に関するポスター
デザインの作成・公表

○国内生産量の多い「みかん」を用いた
「カフェメニューコンテスト」を実施し、実
店舗でメニュー化、提供

○農林水産省公式SNS等において、果
実に関する様々な情報の発信

○皮が剥きやすい高糖度で高品質なか
んきつ類や、鬼皮・渋皮と実がきれい
に剥離するくりの育成・開発

○果実に含まれる機能性成分の調査・
研究（例：かんきつ類に含まれるβ-
クリプトキサンチン、りんごに含まれるプ
ロシアニジン等）

○果実加工品向けの新たな皮剥き技
術「酵素剥皮」の実証と普及

「カフェメニューコンテスト」で
市販化されたメニュー

若い世代をターゲットにした取組や
SNSを活用した情報発信等

ももの酵素剥皮
農林水産省公式SNS等で発信

かんきつ類
「せとか」

※規制のサンドボックス制度とは、新たなビジネスモデルの実施が現行規制との関係で困難である場合に、新しい技術やビジネスモデルの社会実装に向け、事業者の申請に基づき規制官庁の認定を受けた実証を行い、実証により得られた情報や
データを用いて規制の見直しに繋げていく制度。

フルーツと美容の発信

消費拡大ポスター

○一般の小売店において、栄養素等の表
 示による消費者への情報発信

＞園芸課 消費促進班

最終改定： 令和７年６月




